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●「ヒヤリハット」と「ニヤリホット」 

皆さんは「ニヤリホット」という言葉を

聞いたことはあるでしょうか？もしかし

たら「ヒヤリハット」はご存知の方もい

らっしゃるかもしれません。ヒヤリハッ

トは重大事故に危うく繋がる一歩手前

の状況を指す言葉です。冷や汗をかくと

きの「ヒヤリ」と、声も出ないほどあっ

と驚く「ハッと」を掛け合わせた造語で、

例えば自動車に搭載されているドライ

ブレコーダーの映像で車と車が接触す

る寸前に回避し「もう少しで事故になり

そうだった。怖い思いをした」というシ

ーンを観たことがあると思います。この

ような「ヒヤリハット」な場面は、福祉

現場において言えば、例えば「立位が困

難で車椅子を使っている利用者が自力

で立ち上がろうとして、転倒する直前だ

ったところを職員が支えた」ような時の

ことを指します。ヒヤリハットはこうし

たケースを職員間で共有することで、次

からの対応の仕方を検討し、怪我や事故

を未然に防ぐ目的があります。 

ヒヤリハットとは反対に、有料老人ホ

ーム「ライフ＆シニアハウス井草」（東

京都杉並区）が始めた「ニヤリホット」

という取り組みは、支援していて思わず

笑みがこぼれたり、心が和んだりする言

葉や振る舞いを見つけ出し、カードに残

し職員で共有することを指します。先に

挙げた福祉現場の例を考えると、「●●

を取ろうとして、自力で立ち上がろうと

している。意欲があれば身体機能を伸ば

すことができるかも知れない！」と肯定

的に捉え、思わず嬉しくなってしまうの

がニヤリホットです。 

●「ニヤリホット」が生み出す効果 

ニヤリホットは様々な福祉の現場で広

がりを見せています。特別養護老人ホー

ムや就労継続支援 B型事業所を運営して

いる社会福祉法人足立邦栄会（東京都足

立区）では、2018 年７月の１ヶ月間を

【「ニヤリホット」をやってみよう月間】

と位置づけ各部署で取り組んだ結果、実

施後のアンケートに「利用者の表情をよ

く見るようになった」「利用者の様子を

プラスの目で捉えることができるよう

になった」という職員からの前向きな意

見が得られたという報告がありました。

ニヤリホットを職員間で共有すること

によって職員間のコミュニケーションが

増え、職場の雰囲気が良くなったそうで

す。また利用者にとっても、良いところ

を褒められることによって自信がつき、

積極的にリハビリ等に取り組むことが

できたという事例もあるとのことです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

重大な事故を防ぐためには危険の種を

見つけることも重要ですが、物事のマイ

ナス面ばかりに着目するのではなく、良

い面を見つけてその情報をスタッフ間

で共有し、その人の持つ可能性に気づき、

広げることは素晴らしいと感銘を受け

ました。私も日々、人の良いところを沢

山見つけて相手に言葉で伝え、みんなと

話す時間を大事にしていきたいと思い

ます。 

（おかし屋ぱれっと 松本亜沙子） 

今月号から新しく、福祉用語解説とい

う連載を設けることになりました！

記念すべき第一回は、私のお気に入り

の福祉用語である「ニヤリホット」に

ついて取り上げたいと思います。 

 

 

 

解
説 

〜参考資料〜 ■介護現場のヒヤリハットとは｜事例や原因・報告書の書き方と記入例まで解説！https://www.cocofump.co.jp/articles/kaigo/63/ 

■知的障害福祉研究 support 2020 年 7 月号 

■入居者のよいところを見つける「ニヤリホット」とは？｜介護のコラム   https://www.sagasix.jp/column/care/niyarihatto/ 

 


